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あ･ら･か･る･と市政

問
企
画
調
整
課 

☎
３
６-

７
１
２
０

　

島
田
市
の
染
谷
絹
代
市
長
、
藤
枝
市
の

北き
た
む
ら村

正し
ょ
う
へ
い平

市
長
、
焼
津
市
の
中な
か
の野

弘ひ
ろ
み
ち道

市

長
に
よ
る
初
め
て
の
「
志
太
３
市
市
長
会
談
」

が
、
７
月
22
日
に
島
田
市
役
所
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
談
で
は
、
歴
史
的
な
つ
な
が
り
が
あ
り
、

生
活
圏
・
経
済
圏
を
一
に
す
る
志
太
地
域
が
、

魅
力
あ
る
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
施
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
合
意
し
ま
し
た
。

　

市
長
会
談
は
今
後
、
毎
年
７
月
に
開
催
す

る
こ
と
と
し
、
次
回
は
藤
枝
市
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。
今
回
の
会
談
で
合
意
し
た
項
目

は
、
次
の
２
点
で
す
。

【
危
機
管
理
対
策
】

　

大
規
模
災
害
に
備
え
、
３
市
連
携
で
危
機

管
理
体
制
を
構
築
す
る
。
現
在
、
藤
枝
市
と

焼
津
市
の
２
市
で
実
施
し
て
い
る
福
祉
避
難

問
広
報
課 

☎
３
６-

７
１
１
８

　

Ｆ
Ｍ
島
田
の
行
政
情
報
番
組
「
マ
イ
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
島
田 

～
市
長
と
語
ろ
う
～
」
の

第
１
回
収
録
が
、
７
月
17
日
に
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
市
長
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
方
式
を
一
新
し
、
市
長
と
市
民
、
聴

き
手
の
三
者
座
談
会
形
式
に
変
更
。
市
民
の

皆
さ
ん
が
出
演
す
る
こ
と
で
、
Ｆ
Ｍ
島
田
を

聞
く
人
、
市
政
に
興
味
を
持
つ
人
が
増
え
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

第
１
回
目
は
子
育
て
を
テ
ー
マ
に
、
子
育

て
中
の
お
母
さ
ん
を
代
表
し
て
、
大お
お
つ
か塚

朋と
も
こ子

さ
ん
（
細
島
）
と
、
杉す
ぎ
や
ま山
貴た
か
こ子
さ
ん
（
旭
町
）

が
出
演
。「
こ
ど
も
医
療
費
助
成
」
や
「
子

育
て
カ
レ
ン
ダ
ー
」
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
、
市
長
は
「
子
ど
も
を
産
む
な
ら
島

田
市
で
、
子
育
て
す
る
な
ら
島
田
市
で
、
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
子
育
て
施
策
を

所
や
避
難
所
の
相
互
利
用
、
被
災
者
支
援
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て
、
島
田
市
へ
の
拡

大
を
検
討
。
ま
た
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所
と

の
安
全
協
定
に
つ
い
て
は
、
緊
急
時
防
護
措

置
準
備
区
域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
圏
域
の
他
市
町
に

３
市
で
呼
び
掛
け
、
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

【
広
域
観
光
の
推
進
】

　

志
太
３
市
に
は
、
富
士
山
静
岡
空
港
や
東

名
・
新
東
名
高
速
道
路
な
ど
、
交
通
イ
ン
フ

ラ
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
流
人
口

の
拡
大
を
目
的
と
し
た
広
域
観
光
の
推
進
に

向
け
、
３
市
で
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

行
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
「
マ
イ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
島
田
」

は
、
平
日
の
昼
０
時
５
分
頃
か

ら
20
分
間
。「
市
長
と
語
ろ
う
」

は
、
毎
月
原
則
第
４
月
曜
日
と

翌
日
の
２
日
間
に
分
け
て
放
送

し
ま
す
。
再
放
送
は
、
放
送
当

日
の
午
後
６
時
15
分
頃
か
ら

と
、
翌
日
の
午
前
７
時
30
分
頃

か
ら
で
す
。

　

８
月
は
地
域
医
療
を
テ
ー
マ
に
、
９
月
は

島
田
大
祭
と
島
田
の
観
光
を
テ
ー
マ
に
放
送

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で

の
放
送
内
容
（
過
去
２
カ
月
分
）
の
音
声
を

配
信
し
て
い
ま
す
。

:http://w
w

w
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jp/kouhou/gyouseibangum
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l

　

志
太
３
市
長
が
、志
太
地
域
の
連
携
・
協
力
の
強
化
を
確
認

　

市
長
と
市
民
が
、子
育
て
を
テ
ー
マ
に
Ｆ
Ｍ
島
田
で
ト
ー
ク

握手を交わす 3 市長濱田教育長

渡辺副市長

　

副
市
長
に
渡
辺
学
氏
、教
育
長
に
濱
田
和
彦
氏
が
就
任

問
秘
書
課 

☎
３
６-

７
１
１
７

問
教
育
総
務
課 

☎
４
６-

５
６
１
３

　

７
月
10
日
、
島
田
市
副
市
長
に
渡わ
た
な
べ辺

学
ま
な
ぶ

氏
（
60
歳
・
横
井
）
が
就
任
し
ま
し
た
。
任

期
は
４
年
間
。
渡
辺
氏
は
、
昭
和
52
年
に
市

役
所
に
入
庁
。
企
画
部
長
、
建
設
部
長
な
ど

を
歴
任
し
、
平
成
23
年
４
月
か
ら
総
務
部
長

を
務
め
て
い
ま
し
た
。

　

７
月
15
日
に
は
、
教
育
委
員
の
互
選
に
よ

り
、
島
田
市
教
育
長
に
濱は

ま
だ田
和か
ず
ひ
こ彦
氏
（
61
歳
・

細
島
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
４
年

間
。
濱
田
氏
は
、
川
根
中
や
島
田
第
二
中
の

校
長
、
島
田
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
長

な
ど
を
務
め
ま
し
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
市
債
残
高
を
公
表
「
借
金
時
計
」

問
財
政
課 

☎
３
６-

７
１
２
３

　

国
の
財
政
収
支
の
悪
化
、
長
期
債
務
残
高

の
増
加
な
ど
に
よ
り
、
市
の
市
債
残
高
へ
の

市
民
の
皆
さ
ん
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
市
債
残
高
を
わ
か
り
や
す
く

表
示
し
、
市
の
財
政
状
況
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
８
月
５
日
か
ら
「
借
金
時
計
」

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

借
金
時
計
は
、
昨
年
度
末
の
市
債
残
高
と
、

本
年
度
末
の
市
債
残
高
見
込
み
の
差
額
を
１

秒
単
位
で
増
減
さ
せ
て
、
現
時
点
で
の
市
債

残
高
を
表
示
す
る
も
の
で
す
。

　

表
示
金
額
は
、
一
般
会
計
ベ
ー
ス
と
、
５

つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
全
会
計
ベ
ー

ス
。
加
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市

民
一
人
あ
た
り

で
の
表
示
の
、

４
種
類
に
切
り

替
え
が
可
能
で

す
。

【お詫びと訂正】広報しまだ 7 月号の紙面に間違いがありましたので、お詫びして訂正します。
◉ 9 ページ「世界農業遺産『静岡の茶草場農法』フオーラム開催」：（誤）種本祥政治さん（正）種本祥治さん



　

平
成
27 
年
度「
ば
ら
制
定
都
市
会
議
」開
催
地
に
島
田
市
が
決
定

　

国
際
陶
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
陶
芸
ア
ー
ト
教
室
」受
講
者
募
集

　

自
治
会
長
連
合
会
が
岩
手
県
山
田
町
と
大
槌
町
を
視
察

問
市
街
地
整
備
課 

☎
３
６-

７
１
８
７

　
「
第
22
回
ば
ら
制
定
都
市
会
議
」（
ば
ら
サ

ミ
ッ
ト
）
が
、
７
月
11
日
・
12
日
に
北
海
道

岩
見
沢
市
「
い
わ
み
ざ
わ
公
園
」
で
開
か
れ
、

島
田
市
を
含
め
た
全
国
加
盟
団
体
の
９
市
３

町
か
ら
、
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ば
ら
制
定
都
市
会
議
に
は
、
ば
ら
を
市
や

町
の
花
と
し
て
制
定
し
て
い
た
り
、
ば
ら
が

広
く
住
民
に
愛
好
さ
れ
た
り
し
て
い
る
、
全

国
の
22
市
町
が
参
加
。
ば
ら
の
増
殖
と
普
及

問
文
化
課 

☎
４
６-

２
３
４
４

　

山
村
都
市
交
流
セ
ン
タ
ー
「
さ
さ
ま
」
に

完
成
し
、
７
月
24
日
か
ら
３
昼
夜
連
続
で
、

焼
き
込
み
を
行
っ
た
穴あ
な
が
ま窯

「
ほ
た
る
窯
」。

７
月
31
日
に
取
り
出
す
と
、
他
の
窯
で
は
見

ら
れ
な
い
自
然
釉ゆ
う

が
掛
か
り
、
美
し
い
風
合

い
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
作
品
が
出
来
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
本
格
的
な
穴
窯
で
、
11
月

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
向
け
て
自
分
の
作
品

を
焼
い
て
も
ら
う
「
陶
芸
ア
ー
ト
教
室
」
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
１
人
２
個
程
度
の
作
品

を
作
り
、
ほ
た
る
窯
で
10
月
上
旬
に
３
昼
夜

連
続
で
焼
き
込
み
ま
す
。
完
成
し
た
作
品
は
、

11
月
23
・
24
日
に
同
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る

「
第
２
回
国
際
陶
芸
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
さ

問
秘
書
課 

☎
３
６-

７
１
１
７

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
の
現
況
や

自
治
会
運
営
な
ど
を
視
察
す
る
た
め
、
７
月

23
日
か
ら
25
日
に
か
け
て
、
自
治
会
長
56
人

と
染
谷
市
長
ら
が
、
災
害
廃
棄
物
の
受
け
入

れ
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
て
い
る
岩
手
県

山や
ま
だ
ま
ち

田
町
と
大
お
お
つ
ち
ち
ょ
う

槌
町
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

山
田
町
で
は
、
発
災
当
時
の
体
験
や
学
ん

だ
教
訓
、
そ
し
て
今
の
山
田
町
を
「
震
災
の

語
り
部
」
と
し
て
伝
え
て
い
る
新
生
や
ま
だ

商
店
街
協
同
組
合
事
務
局
長
の
椎し
い
や屋

百も
も
よ代

さ

ん
の
案
内
で
、
被
災
地
の
現
状
を
実
際
に
見

て
歩
き
ま
し
た
。

　

大
槌
町
で
は
、
八や
ぎ
さ
わ

木
澤
弓ゆ

み

こ
美
子
大
槌
保
育

園
長
か
ら
、
震
災
前
ま
で
園
で
行
っ
て
き
た

避
難
訓
練
の
様
子
や
、
震
災
当
日
の
避
難
状

況
、
そ
し
て
園
児
を
親
族
に
引
き
渡
す
ま
で

の
様
子
な
ど
に
つ
い
て
、
貴
重
な
体
験
談
が

の
た
め
、
ば
ら
に
関
す
る
情
報
交
換
や
技
術

の
交
流
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
各
自
治
体
の
市
長
や
副

市
長
ら
が
、
バ
ラ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

の
概
要
を
発
表
。「
地
域
住
民
と
連
携
・
協

働
し
て
、
ば
ら
を
愛
し
、
育
む
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
、
次
の
世
代
に
誇
り
を
も
っ
て
ふ
る

さ
と
を
引
き
継
い
で
い
く
」
と
う
た
う
「
サ

ミ
ッ
ト
宣
言
」
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
開
催
地
に
、
島
田
市

が
正
式
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ま
」
の
会
場
で
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
開
催
日
・
場
所
】

◎
９
月
14
日
㈯ 

午
後
１
時
か
ら

　
　

山
村
都
市
交
流
セ
ン
タ
ー

◎
９
月
16
日
㈪
㈷ 

午
後
１
時
か
ら

　
　

夢
づ
く
り
会
館

◎
９
月
21
日
㈯ 

午
後
１
時
か
ら

　
　

島
田
市
博
物
館

定
員
／
各
会
場
30
人

参
加
料
／
３
０
０
０
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

公
共
施
設
な
ど
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
み

※
詳
し
く
は
、
文
化
課
ま
た
は
山
村
都
市
交
流

セ
ン
タ
ー
さ
さ
ま
（
☎
５
４-

０
６
６
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
地
を
訪
れ
た
自
治
会
長
か
ら
は
「
自
然

に
対
す
る
保
全
と
警
戒
の
念
を
持
ち
続
け
後

世
に
伝
え
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
実

体
験
を
聞
き
、
今
後
の
防
災
体
制
に
取
り
入

れ
て
い
き
た
い
」
な
ど
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。

「市長と語る会」の様子

　

島
田
市
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
市
長
と
語
る
会

問
児
童
課 

☎
３
６-

７
１
５
９

　

市
内
に
あ
る
約
80
の
子
育
て
団
体
で
つ
く

る
市
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
、

「
市
長
と
語
る
会
」
が
７
月
22
日
、
市
役
所

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

語
る
会
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
皆
さ
ん

約
50
人
が
参
加
。
染
谷
市
長
が
、
市
の
子
育

て
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
、
学
校
給
食
や
公

園
整
備
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
の
質
問

に
対
し
て
、
丁
寧
に
答
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
平
成
19
年
に
子

育
て
支
援
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
結
成
。
地
域

で
親
子
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
読
み
聞
か
せ
な
ど

子
育
て
を
支
援
す
る
グ
ル
ー
プ
を
は
じ
め
、

幼
・
保
育
園
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な
ど
で

組
織
し
て
い
ま
す
。
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椎屋さん（右）の話しに耳を傾ける参加者


